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{緒議]:知識者に伴ぃ免疫機能は低下し、感染iこ対する
抵抗力も低下する告…方では、 rll等f愛の運動を緩綾部j

に行うことで、免疫機能がfi'iJょすると考えちれているG

Fとって、/][1齢に伴って低下する免竣機能を、運動によ
って改務できるかは技践すべき綴懇である。運動潔慣
の有・無がIド ï~iド手?の 1) ンパ時;サブセットに与える影饗
を検討したところ、{韓日本訟の影響により有意な変化は
みられなかった。また 敏続出jトレーニンクf"llIf後の検
討はいくつか行われているが、比較的短期間での検討
しかなされていな¥;'0 従って本研究では、 rt潟年者を
対象として、 12ヶ月間のトレーニング前後でのリンパ
球サブセットの各議H総数に与える影響について検討す
ることを目的とした白{方法}選勤務・擦のない中高年
者27名 (66;J土4.2議)を対象として行った。対象者は、
滋ZHのトレーニング教護にはヶ月間継続して参加し
た也選2[1の教護では、 1日はレジスタンストレーニシ
グ教窓を、もう l誌は持久性トレーニング救援を行った令
トレーニング開始前、開始5.12ヵ丹後に採血し、リン
パ球サブセヅトの各綴総数をiMi15包した怠各線Jli[数の誤1
]E{こは、フローサイトメーターを丹jいたThr悦 -color
解析を用いた砧統計には、各捻撲の経略的変化につい
て寸志配議分散分析を用い、手Lf:~をが認められた場合
にはすukevのHSDi去による多重比較を行った。:有窓水
準は5%~未満とした母{結巣; トレーニング開始前にえ
ベNK線総数、 Tc総総数に変化はみられなかったが、
T事務総数及びTh給総数辻トレーニング澱始12ヵ丹後に
有意に増加し、またmemory-Th綴総数及びNKT総ぬ
数は務始S‘12ヵ丹後;こ有愈iこ増加を示したり
{考察)NK綴ぬ数について、これまで中高年者のGヶ
fJ 以下の遼動トレーニングによる検討では変化はみら
れないという報告がほとんどである也本研究は長mJ的
な検討であったが、これらを支持する結果が得られた4

T.Th.Tc線総数について、中i告j年者の8ヶ月以下のト
レ…ニングによって検討されているものの、いずれも
変化を認めていなし」本研究では有意に増加したが、
レジスタンス運動に総践する炎惑に反応したマクロブ
ァージがlレ}を窓生することでTh綴11訟を刺激し、そ
のTh総総がlL-2などのす縦抱分化促進滋子を分泌した
ことが考えられる。 memory-Th継総は1m齢に伴って
増加することが示されているのしかし本研究の
memory-Th紛iぬ数の増加は綴著ーであるため、加齢以
外の7妥協が考えられる詰本研究での結巣は、先行研究
によって報告されている中等授の連動トレーニングに
よる感染症緩怠本の抵下との関連が予怒されるむ
{まとめ)rt1議年者における継続的トレーニング仁よ

って、リンパ球サブセァトの総抱数が維持または増加
する可能性が考えられた。
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